












成 22 年 9 月に行われた文部科学省の統計では、日本の公立学校における日本語指導の必要な外国籍児童・生徒の
数は 28,5 人、学校種別では、小学校 8,365 人、中学校 8,02 人、高等学校 ,980 人、中等教育学校 22 人、特別
支援校 32 人である。）その数は近年増加する一方であったが、平成 22 年度は前年度より 0.2％減少した。
　本論は、筆者の 200 年から外国人児童・生徒の日本語学習と母語学習についての調査の続きである。20 年の
調査では、筆者の居住する奈良県の外国籍の児童・生徒は、保育園・所 292 人、小学校 5 人、中学校 27 人、高
校・特別支援校 289 人、総数 543 人である。そのうち、日本語指導が必要な児童・生徒は、帰国子女小学校 8 人、
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